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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

西日本空輸株式会社所属川崎ベル式４７Ｇ３Ｂ－ＫＨ４型ＪＡ７５６６は、昭和５０年７月７日 

０９時１０分ころ、宮崎県北諸県郡高城町有水上星原で液剤農薬散布作業中、高度約１０メー 

トルから、水田と道路の境界に落下ぎみに接地し中破した。

同機には機長のみとう乗していたが、機長は異常なかった。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５０年７月７日～８日　現場調査

７月１７日～１８日　操縦系統の機能の調査

１．３　原因関係者からの意見の聴取

昭和５０年１２月１６日　意見聴取



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ７５６６による液剤散布作業は０６時００分から開始され、１８回までの作業は順調に行 

われた。

１９回目の作業はヘリポートを離陸し、約２．５キロメートル東方の有水上星原に至り、０９ 

時００分ころから開始された。

事故は、別添図のようにほぼ東から西の方向への散布を実施した後、右上昇反転を行うため、 

機首上げ後のもどし操作時に発生した。

当時の模様は、機長及び目撃者の口述によれば次のとおりであった。

機長は、別添図㋑から㋺までの散布を高度約８メートル、速度約５０マイル／時で散布した 

後、㋑㋺の北側を散布するため右上昇反転を行おうとして機首を上げ、次いでスティックを中 

立位置にもどしたが、同機は機首上げ姿勢のまま速度を失い、動揺しながら高度が低下した。

機長は、エンジン回転速度の低下に気付き、これを回復させようと試みたが、エンジン回転 

速度は回復しなかった。さらに、同機は機首を下げながら左へ旋転しはじめたため、機長は右 

ラダー・ペダルを一杯に踏んだが旋転は止らず、同機は約１０メートルの高さから落下ぎみに 

接地した。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

死傷
とう乗者

乗組員 その他
その他

死亡　０　－　０

重傷　０　－　０

軽傷　０　－　０

なし　１　－

２．３　航空機の損壊の程度

中破

２．４　航空機以外の物件の損壊



なし

２．５　乗組員に関する情報

機長　昭和２６年８月２４日生

事業用操縦士技能証明書　第４９３５号

限定事項　回転翼航空機　ベル４７型

取得年月日　昭和４９年２月２０日

第１種航空身体検査証明書　第１１３１１７１号

有効期間　昭和５０年４月１日から

昭和５１年３月３１日まで

総飛行時間　６１０時間４２分

同型式飛行時間　４３９時間５４分

最近３０日間の飛行時間　４２時間００分

２．６　航空機に関する情報

型式　川崎ベル式　４７Ｇ３Ｂ－ＫＨ４型

製造年月日　昭和４９年２月４日

製造番号　第２２０４号

耐空証明書番号　第大－４９－３７４号

有効期間　昭和５０年３月２７日から

昭和５１年３月２６日まで

総飛行時間　８００時間４１分

前回点検後の飛行時間　５時間４０分

重量重心位置

当該機の事故発生時の重量及び重心位置は、２，５５２．８ポンド及び＋２．８５インチであり、 

共に許容範囲内にあった。

２．７　気象に関する情報

事故発生現場から方位約２１０度、約１５キロメートルに位置する都城測候所の気象観測値の  

うち、事故発生当時の風向風速は次のとおりであった。

観測時刻　９時



風向　南西

風速　３．３メートル／秒

２．８　航空機及び部品の損壊に関する情報

前部胴体　 キャビン・フレーム変形

スキッド　破損

中央胴体　変形

後部胴体　テール・ブーム湾曲

テール・ローター・ガード破損

エンジン　下面破損

テール・ローター・ブレード　二枚とも先端破損

メイン・ローター部　ダイナミック・ストップ・ケーブル二本切断

２．９　事実を認定するための試験及び研究

当該飛行中、機首上げ後のもどし操作においてスティックを前に押すことができなかったと  

いう機長の口述に基づき、同機の操縦系統の作動確認及び同系統の機能部品の機能試験を行っ 

たが、事故に関連する異常は発見されなかった。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

事故機及び整備記録の調査結果から、同機は事故発生前までは正常であったものと認められ 

る。

機長は、別添図㋑㋺の経路を散布後、右上昇反転を行うための機首上げ後のもどし操作にお 

いて、ステイックが動かず、前に押すことができなかったと述べているが、機長の過度の機首 

上げ操作により飛行速度を失い、エンジン回転速度が低下し、揚力が不足し、操縦困難となっ 

たものと推定される。

このため、機長の意図したステイックの前へのもどし操作に対する効果が少なく、ステイッ 

クが動かないと錯覚したものと考えられる。

また、機長はエンジン回転速度の低下に気付き、スロットルを過度気味に開いたが、エンジ



ン回転速度が回復しなかったのは同時にピッチ・レバーを引き上げたためとも考えられる。

この間、同機は徐々に高度を失い、左旋転に入り、落下ぎみに接地したものと推定される。

４　結論

（１） 機長は適法な資格を有し、かつ、有効な航空身体検査証明書を有していた。

（２）ＪＡ７５６６は有効な耐空証明書を有し、事故発生まで正常であったものと認められ、かつ、 

事故時の重量及び重心位置も許容範囲内にあった。

（３）当時の気象は、事故原因に直接関連なかったものと認められる。

（４） 機長は過度の機首上げ操作を行ったために機首上げ姿勢のまま速度を失い、エンジン回転 

速度を低下させ、揚力が不足し、操縦困難となったものと推定される。

原因

本事故は、機長の散布飛行中の上昇反転において、過度の機首上げ姿勢により速度を失い、

エンジン回転速度を低下させたことによるものと推定される。



現場見取図（Ｘ現場）


